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も
の
と
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、
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が
日
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文
学
を
育

み
和
歌
や
俳
句
の
表
記
に
旨
く
活
用
さ
れ
て
日
本
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文
芸
ら
し
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を
作
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上
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来
ま
し
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こ
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俳
句
も
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二
字
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漢
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が
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の
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目
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よ
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あ
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の
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自
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な
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と
は
今
の
自
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で
い
い
と
い
う
こ
と
、
今
の
自
分
に
満
足

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
以
上
高
く
を
望
ま
ぬ
と
い
う
こ
と
。

　
も
つ
と
も
つ
と
高
く
を
望
む
こ
と
は
い
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
結
果
と
し
て
不
幸
を
招
く
も
の
だ
と
悟
る

心
こ
そ
幸
せ
な
の
で
す
。
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の
幸
せ
の
中
に
去
年
を
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ま
た
今
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さ
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て
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ん
。
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つ
と
し
た
青
い
冬
の
空
の
下
の
メ
タ
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ア
を
高
ら
か
に
詠
い
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
詠
い
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
己
の
心
が
そ
の
よ
う
で
あ
つ
た
か
ら
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
姿
は
希
望
の
姿
、
今
大
垣
で
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の
並
木
道
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
並
木
の
道

の
下
を
歩
く
と
自
ら
背
筋
が
伸
び
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
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